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項目 型式

0. 1 A

7 5 0 / 9 0 0 N ･ c m ( 7 5 / 9 0 k g f ･ c m )

0 . 3 A

D C 3 0 V , 1 A (抵抗負荷)

三 枝

注 意 事 項

入りません。

H寸法が、1 0 0 0 m m以下の場合、中仕切は

電気式手動開放の時は取付致しません。

ワイヤー操作の時は、アウター受け金具、

ダンパの長辺 アングル寸法

1.5m以下

1.5m超過

L25×25×3

L30×30×3

下記の通りになります。

補強アングルは、ダンパの大きさにより、

平面ハンドルの取付個数は、下記の通り

となります。

点検口W寸法

900mm以下

900mm超過

取付個数

1

2

本図は、スリット有効開口1 .5㎡用に

適用します。

アウター止め金具を取付ます。

及び電気配線は、別途工事となります。

メンテナンススペース内のワイヤー結線

回 路 図

(復帰順送端子)

( 復 帰 端 子 )

( 作 動 端 子 )

(確認線端子)

( 共 通 端 子 )

( 共 通 端 子 )
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2

(電源中継端子)

本図は復帰完了時(待機)の状態を示しています。

無電圧確認端子を必要とする場合は、共通端子

C-LC間の渡り線を切断して下さい。
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N-839RBK型
(点検口上部パネル式)

外 形 図給 気 ダ ン パ

田 村

AD-35255

(PR)(モータ復帰式)

瞬時

約3 5秒

注記 連動制御器の信号は、モータレリーズ側で

自己遮断するまで連続通電して下さい。

本 体 表 面 仕 上

スリット部表面仕上

黒色塗装

焼付塗装

使 用 温 度 範 囲 -1 0～4 0℃(結露･凍結等無きこと)
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シャフトφ13

連結桿φ9

軸受メタル

スリット

電線管φ19
(別途)

開放用ワイヤー管
φ19(別途)
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補強アングル

中仕切

(別途現場合わせ)
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 配管用穴 2-φ22

羽根ストッパ

配管用開口
100×90

電気亜鉛めっき鋼板 t1.6
　背面板　

電気亜鉛めっき鋼板 t1.6

電気亜鉛めっき鋼板 t1.6

電気亜鉛めっき鋼板 t1.6
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ケーシング
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